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夏休みは家庭教育充実のチャンスです

１学期の教育活動への御協力ありがとうございました。

さて，明日から42日間の夏休みです。夏休みの意義を改めて
確認すると，

になります。

私の小学生時代。川内市（現薩摩川内市）の農村部の小学校
に通っていて，６年時の担任は，馬根小学校で平成４～７年度
に教頭をされていたＳ先生（御存知の保護者の方もいらっしゃ
ると思います）でした。
私の夏休みの生活を振り返ってみると，１は十分できていま

したが，２と３は不十分だったと思います。朝のラジオ体操と
夕方のソフトボール練習（集落対抗の大会が夏休み後半にあっ
たため）にだけは毎日行っていました（日課になっていました）。
今思い出すと，２と３ができていなかったのは，夏休みの目

標や計画を決めていなかったからだと思います。夏休みに何か
取り組みたいことがあったのか，そのために計画を立てていた
のか，全く思い出せません。だらだらと過ごして，夏休みの終
わり頃に宿題を必死で終わらせようとしていたことだけは覚え
ています。

私の子供の小学生時代。子供たちは，沖永良部島の和泊町の
小学校に通っていました。私の小学生時代よりは有意義な夏休
みの生活でした。鹿児島市から転居して自然いっぱいの中で，
貴重な体験がたくさんできていたと思います。特に，オカヤド
カリやクロムシなど島固有の素材を観察して自由研究等を行っ
ていました。その頃，私は夏休みでも仕事がかなり多忙だった
ため，自分の子供の自由研究等にはノータッチでしたが，妻が
子供の自由研究に付き添っていました。中学年くらいまでは，
大人がノータッチで子供だけで自由研究等を進めるのはなかな
か難しいと，自分の子供を通して感じています。

「自主的・自律的な態度の育成」は，すべて子供任せではな
くて，子供たちの発達の段階に応じて，徐々に自主的・自律的
な活動になっていくよう仕向けることが大事です。

夏休みは，子供たちを家庭に返します。それぞれの家庭で，
子育ての方針があると思います。保護者の方々にとっては，「家
庭教育充実のチャンス」でもあります。子供たちにとって，有
意義な夏休みになることを期待しています。

１ 暑い中での心身の休養
２ 普段の生活ではできない体験等の実施
３ 自主的・自律的な生活態度の育成

【７月行事】
21日（金）夏季休業日（～8月31日）

教育相談週間（～28日）
26日（水）運動会地域説明会（19:00～）

※ 参加をお願いします。
31日（月）伊仙町子ども議会
【８月行事】
１日（火）出校日
14日（月）～16日（水）学校閉庁日

※ この期間は学校に職員は出勤してい
ません。何か緊急に連絡が必要な場合
は，馬根小教頭まで御連絡ください。

21日（月）出校日，馬根小学校活性化委員会（19:00～）
※ 馬根小学校活性化委員会は参加をお願いします。

26日（土）ＰＴＡ奉仕作業（8:00～10:00）
【予備日９月２日（土）】
子ども会バーベキュー（18:00～）

【９月行事】
１日（金）始業式，運動会練習開始
８日（金）学級ＰＴＡ
９日（土）土曜授業日
13日（水）運動会予行
14日（木）運動会準備
16日（土）第70回運動会
22日（金）運動会振替休日
25日（月）修学旅行（5･6年）発
28日（木）修学旅行（5･6年）着，休養措置日

新聞掲載 おめでとう！！
６月28日付けの南日本新聞「こども五・七・GO！」

に，６年生の常純平さんの作品が掲載されました。
また，６月29日付けの南日本新聞「子供のうた」と
７月13日付けの南日本新聞「若い目」では，６年生
の橋口結彩さんの作品も掲載されました。これらの
作品は，裏面に紹介しています。御覧ください。

県議会文教観光委員会の行政視察
（７月１３日）

七夕集会を行いました！
（７月３日）

七夕集会を行いま
した。竹は，PTA 会
長の柿山太志さんが
用意してくださいま
した。一人一人の願
い事を発表した後，
竹に飾り付けを行い
ました。七夕の話や，
願い事がかなうため
には，行動すること
が大切であることな
どの話をしました。
馬根の星空は，島内
でも屈指のきれいな
星空です。親子で星
空を眺めてみてはい
かがでしょうか？
皆さんの願いが叶い
ますように…。

県の小学校高学年教科担
任制モデル校としての取組
について行政視察がありま
した。本校の理科専科を中
心とした教科担任制の取組
について，意見交換を行い
ました。今後もさらに取組
を充実させていきます。

奄美日本復帰70周年
泉芳朗先生に関する講演会（７月８日）

奄美の日本復帰に尽力した泉芳朗先生に関する講演
会がありました。講師の福清千美子さんからは，当時
の時代背景や泉芳朗先生の人生などについて詳しく説
明していただきました。泉芳朗先生の功績について改
めて知る貴重な機会となりました。


